









Induction of Mitotic Arrest and Aneuploidγby Organic Arsenic 












【方法】ヒ素化合物としてヒ酸，亜ヒ酸， MMA DMA. TMA および海産食品中に多〈含まれる
arsenobetaine CAsbe)を用いた。ヒト静脈血を15%牛胎児血清含有RPM11640培地にてPIIA-M存在1
48時間前培養の後， ヒ素化合物を添加し更に24時間， 48時間培養した。細胞の固定後， FPG(Fluorescence 
plus Giemsa)法にて姉妹染色分体を分染し分析を行った。





















その結果.MMA， DMA. TMAiこ分裂捕捉性が認められ， D:'v1Aiこ高二倍体細胞や阿倍体細胞の増加とc-
mitosisの誘導が高濃度のTMAに四倍体細胞の増加と姉妹染色分体交換頻度の増加が認められた。亜ヒ酸，
ヒ酸， Asbeはこれらの遺伝毒性は示さなかった。その中で特にDMAは器商類由来細胞V79に対してより
も低濃度で分裂捕捉性を有し， c-mitosisを誘導する。これらの作用は紡錘体機能を阻害したためと考え
られ，その結果異数性が誘導されたものと考えられる。
ヒ素瞭露作業者やヒ素角皮症患者のリンパ球で染色体の数的異常，構造製常が認められたとの報告があ
る。また染色体の数的異常は発癌過程の・つの段階で認められる。これらのことはDMAが持つヒト細胞
に対する異数性の誘導作用がヒ素での発癌過程で重要な役害IJを果たしている可能性を示している。
以上の研究成果は， ヒトにおけるヒ素の発癌研究および1)スク対策に一定の寄与をなすものであり，著
者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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